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面
直
が
々
我

お
に
界
世
る
す

学
政
地
、
て
い

進
日
が
係
関
的

化
変
で
歩
月

な
て
つ
か
、
し

題
課
い
な
き
で
決
解
は
で
け
だ
国
の
一
単
、
に
と
も
を
係
関

ジ
ア
に
共
ま
い
は
々
我
、
そ
こ
ら
か
だ
。
る
い
て
し
積
山
が

。
る
い
て
き
に
き
と

　

き
大
て
め
極
は
味
意
の
と
こ
た
き
で
催
開
を
目
回
一
第
の
ム

ね
げ
上
を
声
て
け
向
に
界
世
全
ら
か
ア
ジ
ア
が
ち
た
私
。
い

。
る
あ
で
切
大
が
と
こ
る
す
成
達
を
標
目
い
高
と

　

真
て
し
と
体
同
共
の
つ
一
、
は
々
我
に
一
第
。
い
た
し
示
提

越
り
乗
に
身
自
々
我
、
は
に
め
た
の
そ
。
る
あ
で
と
こ
う
い

、
的
術
学
、
的
済
経
の
通
共
々
我
、
が
る
あ
が
題
課
き
べ
る
え

。
る
あ
が
要
必
る
す
認
確
度
一
今
を
益
利
・
心
関
な
的
化
文

き
べ
す
却
脱
ら
か
態
状
着
膠
な
要
不
、
り
探
を
策
決
解
に
共

。
る
あ
で

　

、
果
効
や
益
利
る
れ
さ
定
想
で
と
こ
む
組
取
が
々
我
ら
か
れ
こ

に
め
た
の
そ
。
る
あ
で
要
重
が
と
こ
す
示
に
的
体
具
を
値
価

効
な
的
量
定
、
的
性
定
、
い
な
ら
ま
留
に
明
説
な
的
象
抽
は

、
ば
え
例
。
る
あ
が
要
必
る
す
立
確
を
法
方
価
評
・
定
測
の
果

会
社
、
て
え
超
を
値
価
的
済
経
の
業
企
の
型
来
従
、
は
々
我

す
出
み
生
を
値
価
な
た
新
、
し
動
連
と
値
価
な
的
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の
界
世
て
し
用
活
に
限
大
最
を
知
英
つ
も
の
々
我
、
て
し

超
を
断
分
・
裂
分
。
か
い
な
は
で
う
よ
え
与
を
銘
感
に
々
人

。
る
あ
で
の
な
代
時
る
す
成
形
を
体
同
共
な
ル

て
け
向
に
成
形
の
体
同
共
の
模
規
球
地
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ジ
ア
東
北
、
え
ま
踏
を
策
政
交
外
の
領
統
大

化
核
非
の
鮮
朝
北
と
感
在
存
の
国
米
の
で
ア

２
は
に
方
え
考
の
て
し
対
に
争
戦
易
貿
の
中

な
き
大
は
氏
嶺
蘊
張
。
介
紹
を
と
こ
る
あ
派

韓
中
米
が
本
日
は
氏
郎
一
崎
藤
。
と
こ
る
い

北
に
主
は
氏

核
非
の
鮮
朝

る
す
関
に
化

起
提
を
題
課

。
た
し

21

の
ア
ジ
ア
東
北
紀
世

来
未
と
換
転
的
学
政
地

　

家
国
主
民
模
規
中
が
氏
ン
ハ
ン
ス
・
ム
キ

・
ン
レ
ヘ
。
起
提
題
問
を
か
何
は
と
割
役
の

ン
エ
。
摘
指
と」
要
重
に
常
非
が
と
こ
る
す

時
い
い
は
の
る
え
考
か
る
す
処
対
に
況
状
い

。
た
え
訴
と
だ」
期

　

べ
う
か
向
ち
立
に
題
課
い
し
新
、
後
の
そ

を
果
効
な
的
体
具
、
ら
が
な
し
示
を
由
理
き

々
様
の
人
２
て
い
つ
に
策
応
対
る
れ
ら
げ
上

。
た
れ
さ
換
交
が
見
意
な
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激
急
が
術
技
学
科

方
一
る
す
歩
進
に

や
化
暖
温
球
地
、
で

球
地
ど
な
大
拡
差
格

刻
深
が
題
課
の
模
規

す
ま
は
界
世
、
し
化

々
個
、
け
向
に
展
発
と
和
調
の
類
人
と
球
地
、
え
考
を
と
こ

。
い
な
ら
な
ば
れ
け
な
げ
あ
り
創
を
会

　

有
、
も
て
け
つ
に
る
み
を
展
発
の
術
技
信
通
報
情
の
今
昨

々
我
。
す
ら
た
も
を
化
変
な
続
連
不
に
み
営
な
ま
ざ
ま
さ
の

、
ら
か
会
社
の
型
約
集
本
資
の
心
中
ノ
モ、
だ
ん
し
親
れ
慣
が

い
て
き
起
が
ト
フ
シ
ム
イ
ダ
ラ
パ
と
へ
会
社
の
型
約
集
識
知

。
る

　

ろ
し
む
は
展
発
の
術
技
諸
る
れ
さ
表
代
で
新
革
ル
タ
ジ
デ

任
に
然
自
。
る
す
包
内
も
険
危
う
ま
し
て
せ
さ
大
増
を
差
格

。
い
な
き
で
は
と
こ
る
す
現
実
を
０
・
５
ｙ
ｔ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ
Ｓ

り
創
を
知
な
た
新
る
な
ら
さ
、
び
学
を
積
蓄
の
問
学
た
れ
わ

す
成
育
を
材
人
る
わ
関
に
的
体
主
に
こ
そ
、
り
あ
で
場
す
出

お
に
学
大
る
な
も
と
機
契
る
わ
関
に
的
極
積
に
決
解
題
課
の

。
い
き

　

イ
サ
、
く
な
で
け
だ
間
空
実
は
で
０
・
５
ｙ
ｔ
ｅ
ｉ
ｃ
ｏ
Ｓ

―
念
概
た
し
含
包
を
系
態
生
と
源
資
の
球
地
―
―
ズ
ン
モ
コ

界
業
産
、
者
定
決
策
政
、
く
べ
す
保
確
を
性
能
可
続
持
の
―

。
る
あ
で
の
も
る
す
供
提
を
会
機
た
し
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ア
に
代
世
い
若
が
人
２
る
す
躍
活
で
韓
日

キ
ペ
ス
る
せ
さ
え
考
を
方
両
の
会
機
と
題
課

リ
。
明
説
て
い
つ
に
品
作
の
身

･

氏
ホ
ン
コ

ち
た
も
ど
子
た
れ
わ
奪
を
会
機
の
育
教
、
は
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開

　

に
会
開
の
議
会
本

民
偉
岡
亀
、
り
た
あ

と
臣
大
副
学
科
部
文

国
韓
元
グ
ン
ホ
・
イ

あ
が
拶
挨
ら
か
相
首

、
言
宣
化
主
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鐘
警
の
へ
と
こ
る
あ
に
機
危
の
義
主
主
民
び
再
が
中
の
世
今

な
つ
に
来
未
き
良
り
よ
で
和
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、
ら
か
氏
イ
。
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、
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来
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た
見
ら
か
国
韓
が
氏
ン
ユ
・
ム
キ
に
初
最

。
表
発
て
い
つ
に
価
評
の
力
協
済
経
の
韓
日

ま
高
が
性
実
確
不
は
済
経
の
韓
日
と
界
世
「

姿
き
べ
る
あ
が
力
協
韓
日
く
早
も
日
１
て
い

。
摘
指
と
」
要
必
が
と
こ
す
戻
り
取
を

　

韓
日
「
は
氏
明
宏
西
中
、
て
い
続
に
れ
そ

い
て
し
直
り
く
つ
回
一
う
も
も
界
世
の
ス
ネ

し
張
主
と
」
標
目
な
き
大
の
次
、
が
と
こ
く

。
た

　

I

情
（
Ｔ
Ｃ

は
で
野
分
体
導
半
に
く
と
、）
術
技
信
通
報

関
韓
日
の
で
ま
れ
こ
は
氏
夫
明
村
三
て
し
そ

そ
を
目
ら
か
題
問
の
元
足
、
り
返
り
振
を
係

き
べ
る
取
が
人
済
経
後
今
、
く
な
と
こ
す
ら

。
た
べ
述
を
見
意
て
い
つ
に
ス
ン
タ
ス

　

が
ち
た
者
若
の
韓
日
、
は
氏
ス
ン
ユ
・
ホ

自
て
し
そ
、
形
の
流
交
化
文
の
新
最
る
じ
興

つ
に
性
能
可
る
す
築
構
を
ブ
ハ
Ｇ
Ｎ
Ｌ
と
策

と
外
意
は
氏
博
康
藤
佐
に
後
最
、
べ
述
て
い

韓
日
る
け
お
に
界
業
融
金
い
な
い
て
れ
ら
知

済
経
界
世
の
ま
い
「。
露
披
て
い
つ
に
係
関

は
々
我
、
て
め
含
を
ク
ス
リ
な
的
学
政
地
は

点
換
転
な
う
よ
い
な
の
と
こ
た
見
に
で
ま
今

未
、
し
摘
指
と
」
要
重
が
点
観
う
い
と
か
る

。
た
れ
さ
開
展
に
的
極
積
が
論
議
の
向
指
来

　

ロ
ノ
ク
テ
新
最
ど
な
Ｉ
Ａ
、
は
氏
義
正
孫

応
を
家
業
起
手
若
な
的
熱
情
な
う
よ
る
す
革

革
・
的
設
建
・
的
造
創
が
ち
た
も
ど
子
、
は

え
変
を
法
方
の
育
教
に
う
よ
る
れ
な
に
的
新

た
え
備
に
代
時
の
革
変
、
と
い
な
ら
な
ば
ね

世
次
う
担
を
来
未
。
た
え
訴
を
実
充
の
育
教

要
重
て
め
極
が
と
こ
る
す
援
応
、
成
育
を
代

。
た
し
認
確
を
と
こ
る
あ
で
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る
わ
携
の
身
自
、
べ
述
と
」
る
き
で
が
と
こ

リ
メ
ア
ン
テ
ラ
、
と
議
会
カ
リ
メ
ア
ロ
ベ
イ

状
現
る
い
て
れ
ま
生
が
層
流
中
い
し
新
で
カ

。
た
し
調
強
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い
つ
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意
る
え
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と
と
ス
ン
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回
１
第
て
に
学
大
京
東
、
り
た
わ
に
間
日
３
の
で
ま
日
８
ら
か
日
６
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 目
を
と
こ
る
す
想
構
を
来
未
、
し
論
議
に
的
角
多
て
い
つ
に
景
背
と
態
実
な
々
様
む
絡
に

ｙ
ｅ
ｈ
Ｃ
団
財
興
振
術
学
の
国
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お
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。
つ
持
を
味
意
な
き
大
も
に
上
の
流
交
術
学
の
韓
日
、
で
の
も
た
し
現
実
で
催
共
の

　

国
、
や
談
対
の
つ
２
る
よ
に
ト
ス
ゲ
の
外
内
国
な
名
著
。
た
け
開
を
幕
で
演
講
調
基
の

　

に
心
中
を
学
大
京
東
、
て
い
つ
に
題
課
通
共

。
催
開
て
い
招
を
者
究
研
の
線
一
第
、
手
若

、
造
創
の
）
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
（
会
社
な
能
可
続
持

都
、
命
革
ル
タ
ジ
デ
、
会
社
康
健
す
ら
暮
に

に
等
平
不
の
模
規
球
地
て
し
そ
、
来
未
の
市

勢
総
、
て
い
つ
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議
な
発
活
が
者
壇
登
の
人。

た
げ
広
り
繰
を
論

の
学
大
京
東

場
の
流
交
の
線
前
最
究
研


